
（７）平成２5年（２013年）5月 3日 第　１８２　号ひらつか議会だより

　

市
は
、
財
政
難
の
中
、
ツ
イ

ン
シ
テ
ィ
整
備
な
ど
の
大
規
模

無

所

属

反 

対 

討 

論

　

３
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
所
管
の

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
審
査
の
結
果
す
べ

て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

◆
総
務
経
済
常
任
委
員
会

　

�「
平
塚
市
附
属
機
関
設
置
条
例
」
な
ど
全
13
議

案
を
審
査
し
ま
し
た
。

◆
環
境
厚
生
常
任
委
員
会

　

�「
平
塚
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
」
な
ど

全
12
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

　

�「
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
」
の
所
管
部
分

を
審
査
し
ま
し
た
。

◆
都
市
建
設
常
任
委
員
会

　

�「
平
塚
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
な
ど
全
７
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

常 任 委 員 会 の 審 査 概 要

　

平
成
25
年
度
平
塚
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て
、
意
見
・
要

望
を
付
し
て
賛
成
の
立
場
か
ら

討
論
を
行
う
。
歳
出
額
の
８
２

６
億
６
０
０
０
万
円
に
対
す
る

市
税
収
入
は
４
１
７
億
８
０
０

０
万
円
余
で
あ
り
、
厳
し
い
予

算
編
成
と
な
っ
た
。

　

平
塚
市
は
今
、
三
つ
の
大
型

事
業
を
進
め
て
い
る
。
市
役
所

新
庁
舎
は
平
成
26
年
５
月
の
第

１
期
工
事
完
了
に
向
け
て
、
次

期
環
境
事
業
セ
ン
タ
ー
は
今
年

10
月
の
稼
働
に
向
け
て
、
ま
た

市
民
病
院
の
整
備
に
つ
い
て
は

計
画
工
程
に
対
し
て
遅
れ
の
な

い
よ
う
事
業
を
進
め
る
こ
と
を

求
め
る
。

　

三
大
事
業
に
続
く
六
つ
の
大

型
課
題
に
つ
い
て
、
市
長
は
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
整
備
事
業
、
相
模

小
学
校
移
転
整
備
、
環
境
事
業

セ
ン
タ
ー
の
余
熱
利
用
施
設
整

備
を
優
先
的
に
取
り
組
む
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
規

模
や
本
市
の
負
担
額
の
全
容
は

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
年
２
月

に
提
示
さ
れ
た
「
財
政
見
通
し

の
推
計
」
に
も
六
つ
の
大
型
課

題
は
織
り
込
ま
れ
て
い
な
い
。

少
な
く
と
も
平
成
30
年
度
ま
で

の
財
政
見
通
し
を
25
年
度
中
に

提
示
し
た
う
え
で
、
相
模
小
学

校
の
移
転
と
余
熱
利
用
施
設
の

整
備
を
進
め
ら
れ
た
い
。

伴
っ
た
景
気
回
復
は
不
確
定
の

状
況
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
も

景
気
の
上
向
き
を
安
易
に
期
待

す
る
の
で
は
な
く
、
積
極
的
な

行
財
政
運
営
に
打
っ
て
出
る
べ

き
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

総
合
計
画
平
成
25
年
度
版
実
施

計
画
を
着
実
に
遂
行
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
長
期
的
な
展
望
に

立
っ
て
き
ち
ん
と
本
市
の
将
来

像
を
描
き
、
そ
れ
に
向
か
っ
て

市
長
の
さ
ら
な
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
と
、
事
業
の
選

択
と
集
中
に
よ
る
26
万
市
民
の

不
安
を
希
望
に
変
え
る
施
策
の

充
実
に
努
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

各
施
策
に
お
い
て
は
評
価
さ

れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
市
民
に

丁
寧
な
説
明
を
要
す
る
も
の
も

あ
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

特
に
、
未
収
金
に
関
し
て
は
全

庁
上
げ
て
の
取
り
組
み
を
強
く

求
め
る
。
難
局
を
乗
り
切
る
た

め
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

　

平
成
25
年
度
予
算
に
は
、
長

引
く
不
況
で
市
民
の
暮
ら
し
が

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
で
、

私
た
ち
が
要
望
し
て
き
た
市
民

の
安
心
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め

の
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

平
和
関
連
で
は
、
市
民
と
の

協
働
で
進
め
る
平
和
推
進
事
業

は
評
価
す
る
。
ま
た
、
花
水
川

黒
部
丘
水
門
の
防
災
面
で
の
遠

隔
操
作
化
、
県
か
ら
の
補
助
金

が
廃
止
さ
れ
る
中
で
妊
婦
健
診

や
高
等
学
校
等
修
学
援
助
金
を

市
単
独
で
継
続
す
る
こ
と
、
子

供
た
ち
の
い
じ
め
が
問
題
と
な

る
中
で
早
期
対
応
の
た
め
の
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
配
置
、
原
発
に
頼
ら
ず
に
Ｃ

Ｏ
２
を
削
減
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｓ
電
力

の
推
進
や
、
事
業
仕
分
け
の
内

部
検
討
な
ど
は
評
価
す
る
。

　

一
方
、
過
度
の
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
や
市
の
正
規
職
員
の
削

減
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
削
減

は
再
考
を
求
め
る
。

　

以
上
、
意
見
を
付
し
て
賛
成

討
論
と
す
る
。

再
開
発
事
業
を
、
総
事
業
費
の

上
限
額
も
不
明
な
ま
ま
進
め
て

い
こ
う
と
し
て
い
る
。「
走
り

な
が
ら
考
え
る
」
進
め
方
は
、

事
業
費
が
膨
ら
み
や
す
く
リ
ス

ク
が
高
い
。
今
後
市
政
に
与
え

る
影
響
を
考
え
、
反
対
す
る
。

　

一
方
、
準
備
経
費
等
で
頭
出

し
予
算
を
計
上
し
て
い
る
ツ
イ

ン
シ
テ
ィ
整
備
事
業
、
見
附
台

周
辺
地
区
整
備
事
業
、
大
浜
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い

て
は
、
財
政
状
況
と
相
談
し
な

が
ら
慎
重
に
取
り
扱
わ
れ
た
い
。

と
り
わ
け
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、事
業
計
画
、

財
政
計
画
、
事
業
責
任
者
を
明

確
に
し
た
う
え
、
過
去
の
教
訓

に
学
び
、
本
市
に
と
っ
て
過
度

な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
担
保

を
取
る
こ
と
を
求
め
る
。
ま
た

生
ご
み
資
源
化
施
設
の
建
設
に

は
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
。

　

市
民
の
安
心
・
安
全
に
つ
い

て
は
、
地
震
津
波
対
策
の
さ
ら

な
る
充
実
と
、
待
機
児
童
の
解

消
を
は
じ
め
と
し
た
子
育
て
支

援
策
の
充
実
を
、
ま
た
中
学
校

給
食
の
改
善
検
討
を
求
め
る
。

　

最
後
に
、
26
万
平
塚
市
民
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ

る
よ
う
、
市
政
の
透
明
化
と
財

政
規
律
の
適
正
化
を
図
り
な
が

ら
、
市
長
と
し
て
の
行
政
手
腕

を
発
揮
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

　

平
成
25
年
度
の
財
政
見
通
し

の
試
算
で
は
、
財
源
対
策
を
講

じ
な
い
場
合
は
約
32
億
円
以
上

の
収
支
不
足
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
行
財
政
改
革
と
し
て
「
選

択
と
集
中
」
の
考
え
の
も
と
、

事
業
を
精
査
し
、
効
率
的
・
効

果
的
な
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
自
主
財

源
の
確
保
と
健
全
財
政
の
維
持

の
た
め
に
は
、
先
行
的
な
財
政

出
動
や
仕
組
み
づ
く
り
と
、
効

率
的
で
有
効
な
債
権
回
収
を
行

う
必
要
が
あ
り
、
地
域
主
権
改

革
に
お
け
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
有
料
広
告
の
掲
載
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
な
ど
の
取

り
組
み
も
引
き
続
き
進
め
、
財

政
の
十
分
な
見
通
し
と
計
画
性

を
持
っ
て
、
市
民
の
立
場
に

立
っ
た
安
定
し
た
市
政
運
営
を

要
望
い
た
し
ま
す
。

　

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
の
整
備
は
本

市
の
地
域
経
済
に
体
力
を
つ

け
、
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
先

進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
重
要

な
事
業
と
考
え
ま
す
。
事
業
へ

の
着
手
が
で
き
る
よ
う
、
地
元

や
県
と
計
画
的
で
効
率
的
な
施

策
・
事
業
運
営
の
積
極
的
な
推

進
を
要
望
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
市
民

の
命
と
暮
ら
し
を
重
点
に
、
い

ろ
い
ろ
な
施
策
の
実
現
を
も
っ

て
26
万
市
民
の
負
託
に
こ
た
え

よ
う
と
す
る
思
い
は
、
私
た
ち

清
風
ク
ラ
ブ
も
同
様
で
す
。
厳

し
い
財
政
状
況
で
も
最
大
限
の

行
政
効
果
を
発
揮
し
、
市
民
の

立
場
に
立
っ
て
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
へ
の
期
待
と
「
行
政
の
責
任

と
役
割
」
の
把
握
を
し
っ
か
り

と
果
た
す
こ
と
を
要
望
し
、
賛

成
討
論
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
平
塚
市
一
般
会

計
予
算
に
賛
成
の
立
場
か
ら
討

論
を
す
る
。
子
供
た
ち
に
未
来

へ
の
希
望
と
夢
を
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
す
る
た
め
、
困
難
な
課
題
の

解
決
に
向
け
た
最
大
限
の
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
少
子
高

齢
化
問
題
の
解
決
に
は
社
会
経

済
の
再
生
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

る
こ
と
か
ら
、
代
表
質
問
に
お

い
て
は
人
口
政
策
に
対
す
る
市

長
の
考
え
を
確
認
し
た
。

　

事
業
の
推
進
に
関
し
て
、
ツ

イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
ま
ち
づ

く
り
計
画
で
は
、
都
市
機
能
の

集
約
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用

促
進
な
ど
を
求
め
る
。
放
置
自

転
車
対
策
事
業
で
は
、
駅
西
口

の
自
転
車
・
バ
イ
ク
駐
輪
場
な

ど
も
完
成
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
入
札
の
方
法
を
含
め
事
業

の
改
善
を
求
め
る
。
教
育
の
関

係
で
は
、
学
校
評
議
員
へ
の
謝

礼
や
、
教
職
員
互
助
会
へ
の
補

助
金
の
支
出
に
対
し
て
改
善
を

求
め
る
と
と
も
に
、
中
学
校
給

食
の
実
施
に
向
け
た
市
長
の
英

断
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ
は
、
市
長

の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職

員
の
意
識
改
革
を
求
め
、
市
民

が
望
む
「
安
心
・
安
全
な
暮
ら

し
」
の
実
現
に
向
け
、
簡
素
で

効
率
的
な
行
政
運
営
を
目
指

し
、
透
明
性
の
あ
る
市
政
運
営

が
約
束
さ
れ
る
こ
と
を
熱
望
す

る
。

　

一
期
４
年
の
折
り
返
し
点
を

迎
え
る
平
成
25
年
度
は
、
い
わ

ば
落
合
市
政
の
仕
上
げ
と
も
い

う
べ
き
年
度
で
あ
る
。
３
年
連

続
で
財
政
力
指
数
が
１
を
割
り

込
む
中
、
自
立
的
な
行
財
政
運

営
を
目
指
す
の
か
、
そ
れ
と
も

こ
の
ま
ま
交
付
金
に
依
存
す
る

行
財
政
運
営
と
な
る
の
か
、
重

要
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。
景
気
が
回
復
基
調
に
あ
る

と
は
い
え
、
期
待
先
行
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
、
実
体
の

議
案
第
30
号

平
成
25
年
度 

平
塚
市
一
般
会
計
予
算

議 案 に 対 す る
討 論 の 要 旨
今定例会では、平成25年度平塚市一般会計予算に
対し、各会派が討論を行いました。

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

賛 

成 

討 

論

清
風
ク
ラ
ブ

賛 
成 
討 

論

平
塚
自
民
ク
ラ
ブ

賛 

成 

討 

論

公
明
ひ
ら
つ
か

賛 

成 

討 

論

日
本
共
産
党

平
塚
市
議
会
議
員
団

賛 

成 

討 

論

果
を
生
む
と
い
う
地
方
自
治
の

本
旨
に
立
ち
返
り
、
全
職
員
の

意
識
改
革
を
図
り
、
議
会
と
行

政
が
英
知
を
結
集
し
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
そ
し
て
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
を
切
に
願

い
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

※無所属：江口友子議員


